
本研究会で ,ま、第 01回大会より「文字文イ額こ爾れる食質 豪能力を潟指す書
写書道教動 を一貫 した大会主種として実な緩数を展難してきました。令摯

疹年度、現行学奮指攀要額 ,こおけ為教育譲程が完成年度を進え、躍 量2躍 ‡進孝ま、

次期数訂‡こ向ますて文部科学大臣めヽら奉央教育警艤会 ,こ対して藤聞がなされた

ところです。本シンポジラムで |ま、 4人の議究者が個々の:攀究主簸 との藝違
を図りつつ、岐 宇文化」を切 つ闘‡こ書写蓄進教育の現在と未来を舞 ります。

轟日寺 駿◎俄恣奪il l周 政ア濯 (本)14:⑬ ◎′.ヽア嗜辱:30
会場 千葉大学薦千葉奉ヤンパス教育学部 2号饉大議義室

④進 行 加藤泰弘 (東京学芸大学教授)
◎登理者

な発言テーマ磯 岐字文イヒとしてのパラ言語灼要素と書字動作」
手書き文字には、その人らしさや気持ちが表れるといいますが、それらをバラ言語

的要素として分析すると何が見えてくるでしようか。また書かれた文字だけではな

く、書く動作も大切な文化ではないかといった提案もしたいと思います。

(臓各歴と主たる業績 ]
全国大学書写書道教育学会前理事長。文化審議会国語分科会専F電委員などを歴任ι
主な業績に「書写教育の現状とあり方一手書きすることの学びはなぜ必要か―」 (『 日本語学』
40(3)、 2021)、 「手書き文字におけるパラ言語的機能としての規範性と個性等について」 (『書
写書道教育研究』 (30)、 2016)、 「書写の学習活動あるいは教員養成と書宇に関する基礎研究
―点画の書き方から行書までの動作の学習を例として一」 (『 日本教育大学協会全国書道教育
部門 研グ「E紀要』 (28)、 2023)

璧発言テーマ曇 「文イ套としての筆 |:質の可能性」              |
筆順は、文字の手書きと文字文化、文字の学びの長い歴史を支えてきました。決し ||

て主役にはなれないものの豊かな筆順文化を形成してきたことも事実であり、そこ ‐

に手書きの将来の可能性を見出すことができると考えます。

〔略歴と主たる業績|
広島大学 (博士 (教育学))、 全国大学書写書道教育学会理事長、広島大学人文社会科学研究

科副研究科長、同教育学部副学部長.

ζ略歴と主たる業績|
『筆順のはなし』(中央公論新社、2012)、『書くことの学びを支える国語科書写の展開』(三省
堂、2009)「楷書筆順の規範形成に関する歴史的研究」(学位論文、2015)

曇発言テーマは 「文字文イなの豊かさ,こ触れる書写指導」

文字文化には、文字の文化と文字を書く文化の両面があります。文字を書く文化を、

社会化志向性と個性化志向性などの視点から提えると指導の方法の課題が見えてきま

す。文字文化の豊かさに触れる書写教育のあり方を指導方法の面から考えてみます。

‡冊各歴と主たる業績う
全国大学書写書道教育学会常任理事、全日本書写書道教育研究会統括副理事長、平成 29年学

習指導要領作成協力者などを歴任。全国大学書写書道教育学会学会賞 (2008年 9月 )。
「国語科書写の学習指導における個性化とその方策」 (『書写書道教育研究』(18)、 2004)、『書
写力・語彙力・活用力の育成を位置づけた小学校書写 指導のアイディア&授業モデルー生き
て働く「書宇力」を育てる一』(明治図書、2016)、『“きれいな宇"の絶対ルー

‐ル』(日経 BP、 2019)

孟発言テーマ畷 鴨 等学校芸術科書道の現在 と未来」
芸術科書道の教育課程の編成と普及を長年にわたり担当した経験を踏まえ、これか

らの芸術教育の方向性について提言し、文字文化という視点から、書道教育の現状

と課題、未来を考えていきますc

酪 歴と主たる業績薔
全国大学書写書道教育学会常任理事、日本教育大学協会全国書道教育部門代表、全日本書写

書道教育研究会統括副理事長。2007～ 2018文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官。

高等学校学習指導要領 (平成 30年 7月 告示)の芸術科書道の作成 ,編集を担当.
「教育課程における書写・書道教育の改善・充実についての考察一文字文化についての学習の

充実の視点から」(『東アジア書教育論叢』11、 2026)

〔お問い合わせ先〕

本部事務局 江戸;11纂立第五蒻褻小学校校長 爾中雅笙

=駐
:03-3689-6216/FAX:03-3689-6371(江 戸川難立第五葛西小学校 )
大会事務局 千葉議菫千壊小学校教頭 西野暁子
IL1043-266-37鵬 /FAX1043-268-5863(千 葉市立千城小学校 )
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本シンポジウムの参加:こ議、九奎ヘ

の, ‐参機華奪込みが2、要です。群:織 ;旗

ホームベージをご参繋くださもヽ。
httpi//Zettshoken org
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